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１
月
22
日
に
、
原
水
爆
禁
止
春

日
部
協
議
会
（
春
日
部
原
水
協
）
が

春
日
部
駅
西
口
で
、
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る

署
名
と
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

原
水
協
に
加
盟
す
る
、
新
日
本
婦

人
の
会
、
埼
玉
土
建
一
般
労
働
組

合
、
生
活
と
健
康
を
守
る
会
、
日
本

共
産
党
の
並
木
と
し
え
・
う
づ
き
武

彦
両
市
議
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
と
平
和
へ
の
想
い
を

語
り
、
平
和
の
歌
を
歌
う
な
ど
宣
伝

し
ま
し
た
。 

    

こ
の
日
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約 

    

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵
器
が 

     

が
発
効
し
た
世
界
史
に
残
る
記
念

す
べ
き
日
で
す
。
非
人
道
的
な
兵

器
だ
と
し
て
、
製
造
・
保
有
・
使
用
・

核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
な
ど
全
面
的

に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
51
ヶ

国
が
批
准
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
核 

兵
器
保
有
国
と
日
本
な
ど
の
同
盟

国
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
し

批
准
し
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

日
本
政
府
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
め

ざ
す
と
言
い
な
が
ら
、
米
国
の
核
の

傘
に
依
存
し
、
核
抑
止
力
論
の
立
場

に
立
っ
て
い
ま
す
。
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
の
政
府
と
し
て
、
恥
ず
べ
き
こ

と
で
す
。 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
対
す
る
賛

同
は
、
米
国
や
そ
の
同
盟
国
で
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国

と
日
韓
の
元
首
脳
・
元
国
防
相
・
元

外
相

56

人
が
共
同
書
簡
を
発
表

し
、
核
兵
器
が
安
全
保
障
を
強
化
す

る
と
い
う
考
え
は
危
険
で
誤
り
だ

と
強
調
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は

「
希
望
の
光
」
だ
と
し
て
各
国
に
批

准
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
書
簡

に
は
、
鳩
山
由
紀
夫
元
首
相
、
田
中

真
紀
子
元
外
相
、
田
中
直
紀
元
防
衛

相
も
署
名
し
て
い
ま
す
。 

     

条
約
に
核
保
有
国
が
参
加
し
て 

 

 
 

          

い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
す
ぐ
に
核

兵
器
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
違
法
な
も
の

と
し
て
悪
の
烙
印
が
押
さ
れ
た
こ

と
で
、
核
兵
器
保
有
国
に
対
し
て

大
き
な
圧
力
と
な
り
、
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
と
な
る

も
の
で
す
。 

 

日
本
政
府
は
、
被
爆
者
や
国
民

の
声
を
受
け
と
め
、
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
て
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
べ
き
で
す
。
核
兵
器
禁
止
条
約

を
批
准
す
る
政
府
が
求
め
ら
れ
ま

す
。批
准
し
な
い
と
い
う
の
な
ら
、 

政
府
を
変
え
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。 

 
 

   
 

日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を 

 

春
日
部
原
水
協
が
署
名
と
宣
伝 

 

「
核
兵
器
が
安
全
保
障
を 

強
化
」
は
危
険
で
誤
り 

禁
止
条
約
を
批
准
す
る 

政
府
を
つ
く
ろ
う 

 

 



前
回
の
市
長
選
挙
で
石
川
市

長

が

公

約

に

掲

げ

て

い

た

「
（
仮
称
）
科
学
技
術
学
習
児

童
館
建
設
」
に
つ
い
て
、
こ
ど

も
未
来
部
よ
り
整
備
の
基
本
構

想
・
計
画
（
案
）
の
概
要
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

建
設
候
補
地
の
選
定
に
つ
い

て
「
本
市
は
、
令
和
2
年
7
月

に
国
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
選
定
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
計
画
に
お
け
る
、
武
里

団
地
を
含
む
「
武
里
エ
リ
ア
」

の
魅
力
向
上
に
向
け
、
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
な
ど
と
連
携
し
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
新
た
な
機
能

の
導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
展
開
し
て
い
く
予
定
。
よ
っ

て
、
武
里
団
地
内
を
建
設
候
補

地
と
し
て
選
定
し
、
今
後
検
討

を
進
め
て
い
く
。
」
と
し
て
い

ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
「
児
童
館

３
館
は
市
の
東
部
に
あ
る
。
さ

ら
に
増
設
し
西
側
に
も
設
置
す

る
こ
と
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
日
本
一
を
め
ざ
す
上

で
、
児
童
館
の
な
い
豊
春
地
域

な
ど
へ
の
増
設
が
必
要
で
す
。

２０２１年１月３１日（日） 日本共産党発行 週刊第２３６１号

市立医療センター☎735-1261(夜間毎日土･日･祝)内･外科系 救急電話相談#7119

１/31(日)（内科系)菊地内科医院:大場923 ℡735-0311 （小児科系）関根医院:新宿新田226
℡746-7211 （外科系）梅原病院:小渕455-1 ℡752-2152

２/ 7(日)（内科系)みどり内科医院:緑町4-13-25 ℡745-5000 （小児科系）神田医院:上蛭田127-1
℡754-0854（外科系）いかわ耳鼻咽喉科医院:大衾378-4 ℡746-8733

科
学
技
術
学
習
児
童
館

建
設
候
補
地
は
武
里
団
地

４
年
後
の

２
０
２
５
年
完
成
予
定

休
日
の
当
番
医

（仮称）科学技術学習児童館 整備基本構想・計画（案）の概要

１ 基本構想・計画を必要とする背景

児童館の目的である、「子どもの遊び場、居場所」として

の「健全育成の場」と、「子育て支援」としての「多様な交

流拠点の場」を備えながら、「科学する心」を育てる環境と、

プログラムを備えた施設。

２ 児童館の必要諸室と面積

エントランスホール、キッズスクエア（乳幼児コーナー）、

ミュージアム・Ⅰ（ベーシック）、ミュージアム・Ⅱ（アド

バンス）、サイエンスLab(科学を学ぶ実験研究室) FAB Lab

(ものづくり工房) コンピュータ＆ＡＶLab(コンテンツの制

作スペース)、自習・学習室、キッチン、スタジオ、多目的

スペース（イベントホール・シアター）、プレイルーム（屋

内遊び場）など。合計 約3,000㎡、

屋外・・・駐車場（80台）含む約5,000㎡

３ スケジュールと概算事業費

令和7年度完成予定、約22億円。

※ 問い合わせ こども未来部こども政策課

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
・
療
育
支
援
へ

八
木
崎
保
育
所
・
ふ
じ
学
園
４
月
オ
ー
プ
ン

春
日
部
高
校
南
側
に
あ

る
税
務
署
跡
地
に
、
定
員

１
２
０
人
の
保
育
所
（
病

児
保
育
対
応
）
と
、
定
員

60
人
の
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ふ
じ
学
園
」
の

複
合
施
設
が
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

施
設
の
指
定
管
理
業
者

は
株
式
会
社
「
コ
マ
ー
ム
」

（
川
口
市
）
で
す
。

完成間近の複合型子育て支援施設。
県立春日部高校南側、八木崎駅徒歩５分。


